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　「
カ
ー
ボ
ンニュ
ー
ト
ラ
ル
」と
は
、温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。地
球
規

模
の
課
題
で
あ
る
気
候
変
動
問
題
の
解
決
に
向
け
て
２
０
１

５
年
に
パ
リ
協
定
が
採
択
さ
れ
、世
界
中
で
地
球
温
暖
化
の

要
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
人
為
的
な
排
出
の
削
減
、吸
収
作
用
の
保
全
及
び
強
化
に

対
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
10
月
、日
本
政
府
は
２
０
５
０
年
ま
で
に

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
を

目
指
す
こ
と
を
宣
言
し

ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、

経
済
産
業
省
は
関
係
省

庁
と
連
携
し
て「
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
に
伴
う
グ
リ
ー
ン
成
長

戦
略
」を
策
定
し
ま
し

た
。こ
の
中
で
、「
我
が
国

の
輸
出
入
の
99.

６
％
を

取
り
扱
う
物
流
拠
点
で

あ
り
、か
つ
我
が
国
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
約
６
割

を
占
め
る
産
業
の
多
く
が

立
地
す
る
産
業
拠
点
で

あ
る
港
湾
に
お
い
て
、水

素
・
燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
等
の

大
量
且
つ
安
定
的
な
輸

入
や
貯
蔵
・
配
送
等
を
図

る
と
と
も
に
、脱
炭
素
化

に
配
慮
し
た
港
湾
機
能

の
高
度
化
や
臨
海
部
産

業
の
集
積
等
を
通
じ
て

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す

る『
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
ポ
ー
ト（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
）』を
形
成
し
、２
０
５
０
年
の
港
湾
に
お

け
る
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
を
目
指
す
」と
明
記
さ
れ

ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
港
湾
局
は
、２
０
２
１
年
12
月
に「
Ｃ
Ｎ
Ｐ
の

形
成
に
向
け
た
施
策
の
方
向
性
」と「
Ｃ
Ｎ
Ｐ
形
成
計
画
策

定
マニュ
ア
ル
」を
公
表
し
ま
し
た（
左
図
参
照
）。２
０
２
１
年

12
月
時
点
で
、全
国
13
港
湾
と
２
地
域（
四
国
・
沖
縄
）で
検

討
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
世
界
的
な
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
の
潮
流
に
あ
っ
て
、石
油

化
学
や
鉄
鋼
、自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
に
、多
数
の
企
業

が
集
積
し
て
い
る
水
島
臨
海
工
業
地
帯
が
国
際
競
争
力
を
確

保
し
て
い
く
た
め
に
は
こ
れ
ら
産
業
と
、重
要
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る

国
際
拠
点
港
湾
水
島
港
が一
体
と
な
り
、カ
ー
ボ
ンニュ
ー
ト
ラ

ル
ポ
ー
ト
形
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
岡
山
県
土
木
部
港
湾
課
】

カーボンニュートラルポートについて

関連するホームページ（国土交通省HP）
https://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_tk4_000054.html
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玉島ハーバーアイランド３工区の分譲予定

　
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の
南
東
に
位
置
し
て
い
る
３
工
区

（
赤
囲
み
箇
所
）に
つ
い
て
、現
在
、造
成
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、令
和
４
年
度
末
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
完
了
す
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
か
ら
、令
和
５
年
度
か
ら
分
譲
開
始
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
分
譲
面
積
は
、工
業
港
区
が
約
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
、商
港
区
が
約

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
合
わ
せ
て
約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
予
定
し
て
お
り
、

県
内
の
港
湾
施
設
を
利
用
す
る
製
造
業
、流
通
業
の
皆
様
に
立

地
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
低
分
譲
価
格
や
区
割
り
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、今
後
公

表
の
予
定
で
す
。

【
岡
山
県
土
木
部
港
湾
課
】

全景写真

３工区写真

分譲図（予定）

! "#' $(&

0

商港区

工業港区

Ｊ
Ａ
西
日
本

く
み
あ
い
飼
料
㈱

緑
地

緑
地

㈱
Ｊ－

オ
イ
ル
ミ
ル
ズ

全
農
サ
イ
ロ
㈱

（約９ha）

（約1ha）

臨港地区内では、港湾の多様な機能をそれぞれ十分に発揮させるため、区域を機能別に
区分して、目的の異なる建物等が無秩序に混在することを防止する必要があります。
このため、岡山県では臨港地区内において、「商港区」、「工業港区」、「漁港区」、「保安港
区」、「マリーナ港区」、「修景厚生港区」の6つの分区を指定し、各分区の目的を阻害する
建築物その他の構築物の建設・改築・用途変更を禁止しています。

※

※

分区 主な目的
◎工場その他工業用施設を設置させることを目的とする区域
◎旅客又は一般の貨物を取り扱わせることを目的とする区域

工業港区
商港区

商港区

工業港区

工業港区

道
路
幅
 W
=1
8.
0m
（
30
.0
m
）

   
 現
況
=8
.5
m

道路幅 W=9.5m（16.6m）

※（　）=全幅



-4-

港湾施設使用料の改定

「岡山県港湾施設管理及び利用条例」の一部が改正されます。この改正により、令和４年５月１日から港湾施設の使用料が
改定されます。水島港の港湾施設に関する改定内容は、次のとおりです。

総トン数１ｔにつき12時間までごとに(直接係留しない場合は半額)

水深7.5ｍ未満の係留施設　12時間までの場合

 　　　　　　　　　　　　 12時間を超え24時間まで

 　　　　　　　　　　　　  24時間を超える場合

 　　　　　　　　　　　　 (内航6.60円に12時間ごとに3.30円を加算)

 　　　　　　　　　　　　 (外航6.00円に12時間ごとに3.00円を加算)

水深7.5ｍ以上　　　　　　12時間までの場合

12.0ｍ以下の係留施設 　　12時間を超え24時間まで

 　　　　　　　　　　　　 24時間を超える場合

 　　　　　　　　　　　　 (内航9.90円に12時間ごとに4.95円を加算)

 　　　　　　　　　　　　 (外航9.00円に12時間ごとに4.50円を加算)

水深12.0ｍ超えの係留施設 12時間までの場合

 　　　　　　　　　　　　 12時間を超え24時間まで

 　　　　　　　　　　　　 24時間を超える場合

 　　　　　　　　　　　　 (内航19.47円に12時間ごとに9.68円を加算)

 　　　　　　　　　　　　 (外航17.70円に12時間ごとに8.80円を加算)

１平方メートルにつき

　水深7.5ｍ以上の岸壁の背後の舗装地(１平方メートルにつき)

１平方メートルにつき

　水深7.5ｍ以上の岸壁の背後の舗装地(１平方メートルにつき)

１平方メートルにつき

　玉　島　貨物を搬入した日から15日目まで

 　　　　　貨物を搬入した日から16日目以降

　その他　貨物を搬入した日から15日目まで

 　　　　　貨物を搬入した日から16日目以降

１平方メートルにつき

　玉　島(１号上屋)

　玉　島(２号上屋)　　

　その他

１平方メートルにつき

１台につき

（内航船）

4.95円

6.60円

7.36円

9.90円

14.52円

19.47円

クレーン有

17円

34円

11円

23円

クレーン有

860円

─

590円

（外航船）

4.50円

6.00円

6.70円

9.00円

13.20円

17.70円

4.61円

6.915円

161円

241.5円

クレーン無

15円

28円

10円

19円

クレーン無

780円

900円

530円

910円

10,570円

１係留
(12時間までごとに)

1日

1月

1日

1月

1月
1時間

一般使用

一般使用

一般使用

専用使用

専用使用

専用使用

係留施設

野積場

上屋

鉄鋼上屋
荷役機械

単位種別施設 使用料

○令和４年４月３０日まで

総トン数１ｔにつき12時間までごとに(直接係留しない場合は半額)

水深7.5ｍ未満の係留施設　12時間までの場合

 　　　　　　　　　　　　 12時間を超え24時間まで

 　　　　　　　　　　　　 24時間を超える場合

 　　　　　　　　　　　　 (内航6.71円に12時間ごとに3.30円を加算)

 　　　　　　　　　　　　 (外航6.10円に12時間ごとに3.00円を加算)

水深7.5ｍ以上　　　　　　12時間までの場合

12.0ｍ以下の係留施設 　　12時間を超え24時間まで

 　　　　　　　　　　　　 24時間を超える場合

 　　　　　　　　　　　　 (内航10.01円に12時間ごとに4.95円を加算)

 　　　　　　　　　　　　 (外航9.10円に12時間ごとに4.50円を加算)

水深12.0ｍ超えの係留施設 ※改定なし

１平方メートルにつき

　水深7.5ｍ以上の岸壁の背後の舗装地(１平方メートルにつき)

１平方メートルにつき

　水深7.5ｍ以上の岸壁の背後の舗装地(１平方メートルにつき)

※改定なし

１平方メートルにつき

　玉　島(１号上屋)

　玉　島(２号上屋)　　

　その他

１平方メートルにつき

１台につき

（内航船）

4.95円

6.71円

7.48円

10.01円

クレーン有

870円

─

600円

（外航船）

4.50円

6.10円

6.80円

9.10円

4.70円

7.05円

164円

246円

クレーン無

790円

910円

540円

920円

10,780円

１係留
(12時間までごとに)

1日

1月

1月

1月

1日

1時間

一般使用

一般使用

専用使用

専用使用

専用使用

一般使用

係留施設

野積場

上屋

鉄鋼上屋
荷役機械

単位種別施設 使用料

○令和４年５月１日以降 新

【岡山県土木部港湾課】
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＜会員紹介＞ シーアール物流株式会社

【
当
社
に
つ
い
て
】

　
私
た
ち
は
、岡
山
市
北
区
大
内
田
に
本
社
を
置

く
総
合
物
流
企
業
で
す
。当
社
を
含
む
シ
ー
ア
ー
ル

グ
ル
ー
プ
は
、１
９
６
８
年
に
創
業
し
、50
年
を
経
過

し
て
い
ま
す
。創
業
時
は
、水
島
に
お
い
て
飼
料
製
造

工
場
の
構
内
作
業（
３
Ｐ
Ｌ
：
サ
ー
ド
パ
ー
ティ
ロ
ジ

ス
ティ
ク
ス
）よ
り
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
当
社
は
こ
れ
ま
で
、提
案
型
営
業
に
よ
る
業
務
拓

で「
価
値
を
創
造
し
、一
歩
先
を
提
案
す
る
仕
事
」に

よ
り
時
代
を
先
取
り
し
た
多
種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
、グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
で
実
現
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

【
地
域
ド
ミ
ナ
ン
ト
戦
略
の
取
組
み
】

　
人
口
減
少
・
少
子
化
・
高
齢
化
社
会
の
適
合
に
代

表
さ
れ
る
２
０
３
０
年
問
題
に
取
り
組
む
為
、私
た

ち
は
、地
域
と
課
題
を
共
有
し
、協
創
価
値
を
生
み

出
す
こ
と
で
、常
に
地
域
で一
番
に
選
ば
れ
続
け
る

企
業
グ
ル
ー
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。物
流
を
事
業

の
中
核
と
し
た
地
域
ド
ミ
ナ
ン
ト（
優
勢
的
）戦
略

に
よ
り
社
会
変
化
に
適
合
し
続
け
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（
弾
力
性
）な
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
戦
略
事
例
を

交
え
、私
た
ち
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

〈
物
流
事
業
〉

　
中
核
事
業
と
し
て
、畜
産
、飼
料（
家
畜
の
エ
サ
）

か
ら
食
品
や
雑
貨
、建
築
資
材
な
ど
の
幅
広
い
輸
送

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
多
様
な
車
両
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と

輸
送
ノ
ウ
ハ
ウ
で
動
脈
物
流
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

静
脈
物
流
で
は
、使
用
済
み
輸
送
容
器
の
洗
浄
事

業
を
行
う
な
ど
、顧
客
の
サ
プ
ラ
イ
チェ
ー
ン（
供
給

連
鎖
）に
寄
り
添
っ
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。ま
た
、「
物
流
診
断
」サ
ー
ビ
ス

で
は
、独
自
の
物
流
診
断
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
物
流
を

可
視
化
す
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
分
析
を
強
み
と
し
て

い
ま
す
。

〈
ア
グ
リ
創
造
事
業
〉

　
私
た
ち
は
、ア
グ
リ（
農
業
に
関
連
す
る
活
動
）事

業
に
於
け
る
サ
プ
ラ
イ
チェ
ー
ン
を
構
築
し
て
お
り
、

社
会
貢
献
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
造
し
続
け
て

い
ま
す
。一
例
と
し
て
障
害
の
あ
る
方
の
経
済
的
、社

会
的
自
立
の
支
援
と
し
て『
農
福
連
携
』で
は
、福
祉

と
農
業
と
小
売
を
結
び
、能
力
や
適
正
に
合
っ
た
仕

事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。　

〈
Ｄ
Ｘ﹇D

igital Transform
ation

﹈事
業
〉

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
浸
透
さ
せ
、「
人
を
繋
ぎ
、心
豊

か
な
生
活
へ
変
革
さ
せ
る
こ
と
」を
ビ
ジ
ョ
ン
の
も

と
、パ
ソ
コ
ン
上
で
の
単
純
作
業
を
自
動
化
す
る
Ｒ

Ｐ
Ａ（Robotic

　Process A
utom

ation

）の
機
能

に
、画
像
か
ら
の
情
報
抽
出
や
Ａ
Ｉ 

（
機
械
学
習
）

の
機
能
を
加
え
た「
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
カ
ー
」を
導
入

し
、作
業
時
間
の
軽
減
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

〈
地
域
イ
ン
フ
ラ
事
業
〉

　
平
和
タ
ク
シ
ー
ブ
ラ
ン
ド
で
、介
護
タ
ク
シ
ー
や
付

き
添
い
サ
ー
ビ
ス
、乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
シ
ニ
ア
層
へ

の
包
括
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
、安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
街
づ
く
り
に
チ
ャレ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

〈
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
〉

　
Ｃ
Ｒ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
で
は
、理
学
療
法
士
と
ス
ポ
ー
ツ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
協
力
し
て
診
て
も
ら
え
る
、

フィ
ッ
ト
ネ
ス
と
リ
ハ
ビ
リ
と
の
融
合
さ
せ
た『
メ
ディ

カ
ル
＆
フィ
ッ
ト
ネ
ス
』を
提
供
し
て
い
ま
す
。

〈
地
域
支
援
事
業
〉

　
地
元
ス
ー
パ
ー
の
２
階
に
設
置
し
た
企
業
主
導
型

保
育
事
業『
ち
る
り
ら
保
育
園
』に
始
ま
り
、現
在

進
行
形
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
共
同
参
画
に
よ
る
フ
ー
ド

ロ
ス
対
策
、地
域
コ
ミ
ュニ
ティ
向
け
の
幼
老
複
合

施
設
プ
ロ
ジェ
ク
ト
な
ど
も
計
画
、チ
ャレ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
。

【
水
島
エ
リ
ア
で
の
事
業
に
つ
い
て
】

　
水
島
港
エ
リ
ア
は
、物
流
の
拠
点
優
位
性
か
ら
グ

ル
ー
プ
会
社
の
主
要
拠
点
が
集
約
し
て
い
ま
す
。当

社
で
は
、飼
料
工
場
で
の
、飼
料
製
品
の
入
出
庫
作

業
、飼
料
生
産
に
お
け
る
調
合
や
配
合
作
業
の
他
、

飼
料
の
配
送
や
保
管
で
利
用
す
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ

ン
テ
ナ
バ
ッ
グ
の
洗
浄
ま
で
循
環
す
る
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
新
倉
敷
事
業
所（
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
内
）

で
は
、物
流
セ
ン
タ
ー
機
能
と
し
て
、飼
料
な
ど
商
品

の
積
み
替
え
が
行
え
、輸
配
送
の
動
線
が
整
理
さ

れ
、よ
り
円
滑
な
業
務
運
営
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、中
四
国
か
ら
近
畿
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る

物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
拠
点
と
し
て
、３
Ｐ
Ｌ
事
業
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
限
ら
ず
、複
数
倉
庫
に
よ
る
物
流
セ
ン

タ
ー
機
能
、製
造
設
備
、サ
ー
ビ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し

て
多
様
な
役
割
を
担
う
中
核
拠
点
と
し
て
展
開
し

て
い
ま
す
。 

シーアールグループ 戦略拠点マップ

ちるりら保育園CR-Wellness

水島第２事業所

３ＰＬ

水島第１事業所

３ＰＬ

水島第３事業所

静脈物流

新倉敷事業所ドミナント戦略拠点

物流センター／ターミナル／事業管理

cr-logi.co.jp
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2020年港湾貨物及びコンテナ貨物取扱量（確定値）

【
港
湾
統
計　
令
和
２(

２
０
２
０)

年
の
確
報
】

◎
取
扱
貨
物
量

　
令
和
２（
２
０
２
０
）年
の
港
湾
統
計
の
確

報
が
、昨
年
12
月
に
国
土
交
通
省
よ
り
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
取
扱
貨
物
量
に
つ
い
て
は
、図
１
の
と
お
り

上
位
15
港
全
て
で
減
少
し
て
お
り
、全
国
で
も

10
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
発
生
に
よ
る
港
湾
・
物
流
従

事
者
の
人
員
不
足
、港
湾
混
雑
、運
賃
・
燃
料
費

高
騰
、主
要
都
市
ロッ
ク
ダ
ウ
ン
等
の
世
界
で
生

じ
た
複
合
的
な
要
因
に
よ
り
減
少
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
水
島
港
の
取
扱
貨
物
量
も
例
外
で
は
な
く
、

12
％
減（
対
前
年
比
）と
な
っ
て
お
り
、特
に
鉱

産
品
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。全
国
順
位

は
昨
年
と
同
じ
第
９
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
量

　
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
に
つ
い
て
も
、前
述
の
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
や
コ
ン
テ
ナ
不
足
等
に
よ

り
、過
去
最
高
を
記
録
し
た
令
和
元（
２
０
１

９
）年
と
比
較
し
て
、８
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
傾
向
は
全
国
で
も
同
様
で
、図
２
の
と

お
り
中
国
四
国
地
方
で
比
較
す
る
と
、順
位
は

昨
年
と
同
じ
第
２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
穀
物
取
扱
量

　
穀
物
取
扱
量
に
つ
い
て
は
、国
際
バル
ク
戦
略

港
湾
に
選
定
さ
れ
て
い
る
５
港（
鹿
島
、志
布

志
、名
古
屋
、水
島
、釧
路
）中
で
第
３
位
と
な
っ

て
お
り
、日
本
有
数
の
穀
物
輸
入
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。　

　
岡
山
県
と
し
て
も
、引
き
続
き
、東
京
セ
ミ

ナ
ー
を
始
め
と
し
た
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
の
実
施

や
、イ
ン
セ
ン
ティ
ブ
制
度
の
活
用
な
ど
、水
島

港
の
振
興
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ

会
員
の
皆
様
に
は
、ま
す
ま
す
の
ご
利
用
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
岡
山
県
土
木
部
港
湾
課
】

水島港　2020年港湾貨物取扱量（対前年比）
区分 取扱貨物量（t） 対前年増減

農水産品

林産品

鉱産品

金属機械工業品

化学工業品

軽工業品

雑工業品

特殊品

分類不能のもの

　　合計

2,841,993

40,732

33,821,646

9,245,005

24,237,021

68,671

465,710

560,538

1,808

71,283,124

-14%

27%

-18%

-17%

3%

-55%

-16%

-12%

50%

-12%

図３／水島港　2020年穀物取扱量（全国比較）

とうもろこしと豆類の計

3,638

2,490
2,272 2,194

1,088 1,005 987 968 926 865

鹿島

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000
（千トン）

志布志 水島 名古屋 八戸 衣浦 神戸 横浜 釧路 鹿児島

図１／水島港　2020年港湾貨物取扱量（全国比較）

16,855

-13％

名古屋
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
（万トン）

13,401

-4％

千葉

10,030

-7％

苫小牧

9,362

-15％

横浜

8,846

-10％

北九州

8,288

-12％

神戸

8,087

-8％

東京

8,055

-5％

大阪

7,128

-12％

水島

6,763

-15％

川崎

6,508

-19％

堺泉北

6,167

-8％

大分

5,627

-8％

四日市

5,210

-14％

木更津

4,850

-21％

鹿島

全国平均減少率　-10％

点線部分：昨年からの減少分
赤字：昨年からの減少率

図２／水島港　2020年コンテナ貨物取扱量（中国四国地方比較）

225

-19％

広島

171

-8％

水島

143

-1％

徳山下松

111

+79％

三島
川之江

97

-9％

高松

75

-9％

福山

55

-5％

岩国

54

-23％

新居浜

51

-4％

松山

50

-12％

下関
0

50

100

150

200

250

300
（千TEU）

全国平均減少率　-7％

点線部分：昨年からの減少分
赤字：昨年からの増減率
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水島港周辺の道路整備状況

水島港周辺の道路整備状況図（県HPデータを元にMITAで作成）

岡山自動車道整備状況図（県HPデータを元にMITAで作成）

高規格幹線道路

一般国道

国道430号

国道
42
9号

国道
2号

主要地方道

一般県道

臨港道路

整備箇所

里庄町

浅口市

岡山市

玉野市

倉敷市

早島町

玉島IC

N

浅口金光IC

水島IC

早島IC

児島IC

水島港

瀬
戸
中
央
自
動
車
道

岡山自動車道

山陽
自動
車道

【
岡
山
自
動
車
道
の
４
車
線
化
】　

  

岡
山
自
動
車
道
の
う
ち
、暫
定
２
車
線
区
間
と
し
て
唯
一
残
っ
て
い
た
約
４
．５
ｋｍ（
左
図
⑤
部

分
）の
４
車
線
化
が
、令
和
３
年
３
月
に
決
定
し
、全
区
間
で
４
車
線
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。現
在
、賀
陽
Ｉ
Ｃ
〜
北
房
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
で
暫
定
２
車
線
と
な
っ
て
い
る
箇
所
も
、順
次
４
車

線
に
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
整
備
状
況
は
、賀
陽
Ｉ
Ｃ
〜
北
房
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間　

21
．３
ｋｍ
の
う
ち
、１２
．３
ｋｍ（
左
図

①
④
⑥
部
分
）が
４
車
線
化
済
で
あ
り
、残
る
９
．０
ｋ
ｍ（
左
図
②
③
⑤
部
分
）も
事
業
中
で
、順

次
完
成
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
車
線
化
で
、安
全
性
や
定
時
性
、大
規
模
災
害
時
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替
性
が
大
き
く
向

上
す
る
こ
と
と
な
り
、物
流
効
率
化
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
国
道
２
号
の
整
備
】

　

慢
性
的
に
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
国
道
２
号
の
岡
山
市
か
ら
倉
敷
市
間
に
つ
い
て
、令
和
４
年

２
月
、国
は
、区
間
10
ｋ
ｍ
に
あ
る
岡
山
市
南
区
の
古
新
田
、妹
尾
東
、妹
尾
西
、早
島
町
の
無
津

及
び
倉
敷
市
の
加
須
山
交
差
点
の
５
箇
所
の
立
体
化
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度
の
新
規
事
業
化
に

向
け
た
手
続
き
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、倉
敷
市
玉
島
阿
賀
崎
か
ら
笠
岡
市
西
大
島
新
田
に
至
る
13
．９
ｋ
ｍ
の
国
道
２
号
玉

島
・
笠
岡
道
路（
バ
イ
パ
ス
）は
、浅
口
金
光
Ｉ
Ｃ（
浅
口
市
金
光
町
佐
方
）ま
で
の
４
．５
ｋ
ｍ
区
間

（
Ⅰ
期
）が
平
成
27（
２
０
１
５
）年
３
月
に
暫
定
２
車
線
で
供
用
し
、引
き
続
き
浅
口
金
光
Ｉ
Ｃ

以
西
の
９
．４
ｋ
ｍ
区
間（
Ⅱ
期
）が
令
和
７（
２
０
２
５
）年
度
の
完
成
を
目
指
し
、整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

凡　　例

玉島・笠岡道路（Ⅱ期）
※令和7年度完成予定
玉島・笠岡道路（Ⅱ期）
※令和7年度完成予定

国道2号　加須山
※令和4年度新規事業候補

国道2号　加須山
※令和4年度新規事業候補

国道2号　古新田～無津
※令和4年度新規事業候補
国道2号　古新田～無津
※令和4年度新規事業候補

山陽自動車道

中国自
動車道

岡
山
自
動
車
道

落合IC

有漢IC

賀陽IC

岡山JCT

水島港

岡山総社IC

4車線化済区間
岡山JCT～賀陽IC
　L=22.6km

4車線化済区間　L=12.3km
事業中区間　　　L=9.0km

暫定2車線区間
賀陽IC～北房JCT
　　　　　　 　L=21.3km

高梁SA

北房JCT

①L=3.5km

③L=3.3km

④L=3.3km

4車線化済区間の状況（高梁SA付近）

⑤L=4.5km

⑥L=2.0km

②L=1.2km

4車線供用区間

凡　　例

4車線化整備区間

}
}



発
行
者
＝
水
島
港
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ド
協
議
会

〒
7
0
0
-8
5
7
0
　
岡
山
市
北
区
内
山
下
2
丁
目
4
-6
　
岡
山
県
土
木
部
港
湾
課
内

T
E
L.（
0
8
6
）2
2
6
-7
4
8
6
 FA
X
.（
0
8
6
）2
2
7
-5
5
5
1

水
島
ポ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
 第
7
4
号

発
行
日
＝
令
和
4
年
3
月
1
8
日

-8-

水島港の定期コンテナ航路等の紹介

山九株式会社 岡山支店 業務グループ
【船舶代理店関係/港運係】　　　　  〒712-8051  岡山県倉敷市中畝1-7-23／TEL.086-455-8133 / FAX.086-455-8167
【通関・輸出入乙仲関係/輸出入係】　〒713-8103  岡山県倉敷市玉島乙島新湊8262-1／水島港国際コンテナターミナル4F　TEL.086-525-0039 / FAX.086-525-5139

■お問い合わせ先

ホームページアドレス　http://www.sankyu.co.jp/

今号の表紙／
水島臨海工業地帯空撮（令和3年11月15日）

◆外貿定期コンテナ航路（2ヶ国1地域15航路 16便/週）◆
2022年2月末現在

曜日

月

火

水

木

金

土

航路名

大連

韓国

大連

上海

福州

上海

韓国

台湾

韓国

韓国

韓国

韓国

上海

上海

韓国

韓国

日本通運㈱水島海運支店

中谷興運㈱

㈱上組玉島支店

㈱上組玉島支店

日本通運㈱水島海運支店

日本通運㈱水島海運支店

日本通運㈱水島海運支店

中谷興運㈱

中谷興運㈱

中谷興運㈱

日本通運㈱水島海運支店

中谷興運㈱

㈱上組玉島支店

日本通運㈱水島海運支店

中谷興運㈱

山九㈱岡山支店

ワンハイラインズ㈱
Wan Hai Lines Ltd. 大阪→水島→福山→広島→門司→台北→台中→高雄→香港→大阪

（木） （水） （木） （土）（火）

天津新港→大連→青島→伊万里→福山→水島→高松→広島→三田尻中関→天津新港→大連→青島
（火・水） （土）（土）（木）（土） （火）

天津新港→大連→青島→福山→水島→広島→細島→志布志→寧波→上海
（火） （金）（金）（木） （月） （土）

蔚山→釜山→今治→水島→福山→広島→松山→釜山
（土・日）（土） （木・金）（火）

上海→福山→水島→高松→広島→岩国→上海
（土） （火） （土）

福州→水島→大阪→横浜→東京→名古屋→泉州→厦門→福清江陰→福州
（木） （金）（火） （水）（金・土） （金・土）

寧波→上海→伊万里→福山→水島→広島→志布志→天津新港→大連→青島
（金） （火）（土） （金）（木）（火）

釜山→大分→水島→大阪→釜山
（日・月） （日・月）（木）

釜山→志布志→広島→松山→今治→三島川之江→水島→釜山
（木）（金・土） （金・土）

釜山→広島→神戸→大阪→高松→水島→蔚山→釜山
（月） （火） （金）（木）（木） （土・日）

釜山→福山→高松→水島→松山→釜山→門司→境港→伊万里→釜山
（火・水） （木）（金） （日）

上海→三田尻中関→水島→福山→三島川之江→広島→徳山下松→上海
（火） （金） （火）

上海→福山→水島→三島川之江→広島→大分→上海
（火） （金） （火）

釜山→神戸→大阪→水島→釜山→仁川→釜山
（土） （日） （水・木）（月・火）（水・木）

釜山→広島→岩国→高松→水島→釜山
（土）（水） （日・月）

民生輪船股份有限公司
Minsheng Shipping Co.,Ltd.

神原汽船㈱
Kambara Kisen Co.,Ltd.

長錦商船㈱
Sinokor Merchant Marine Co.,Ltd.

天敬海運㈱
C.K.Line Co.,Ltd.

神原汽船㈱
Kambara Kisen Co.,Ltd.

民生輪船股份有限公司
Minsheng Shipping Co.,Ltd.

高麗海運㈱
Korea Marine Transport Co.,Ltd.

汎洲海運㈱
Pan Continental Shipping Co.,Ltd.

南星海運㈱
Namsung Shipping Co.,Ltd.

釜山→福山→今治→松山→水島→釜山
（日） （水） （木）興亜LINE㈱

Heung A Line Co.,Ltd.

カメリアライン㈱
Camellia Line Co.,Ltd.

神原汽船㈱
Kambara Kisen Co.,Ltd.

吉舟船務有限公司
Ji Zhou Shippinng Co.,Ltd.

民生輪船股份有限公司
Minsheng Shipping Co.,Ltd.

高麗海運㈱
Korea Marine Transport Co.,Ltd.

航　路 代理店船　　社

【陸 運 課】TEL.086-522-8616（配送）
【営 業 課】TEL.086-522-7600（貨物取扱全般）

【通関課】TEL.086-522-6492（輸出入通関）
【代理店課】TEL.086-523-5551（船社代理店） 【コンテナオペレーション課】TEL.086-436-7680（CY・作業関係）

【倉庫課】TEL.086-522-6494（倉庫）
ホームページアドレス
http://www.nakatani-grp.com/koun/

中谷興運株式会社 玉島港湾事業部
〒713-8103　岡山県倉敷市玉島乙島新湊8262-2（玉島ハーバーアイランド内）／TEL.086-522-6321㈹ / FAX.086-522-6631

【国際輸送】TEL.086-523-0203/FAX.086-523-0404（通関・フォワーディング・国際営業）　【オペレーション】TEL/086-523-0223/FAX.086-523-1471（作業関係）
【港運】（港湾荷役・倉庫・配送）TEL.086-523-0205/FAX.086-523-1471  （船舶代理店）TEL.086-523-0204/FAX.086-523-1755
ホームページアドレス　https://www.nittsu.co.jp/

〒713-8103  岡山県倉敷市玉島乙島新湊8259-15（玉島ハーバーアイランド内）

日本通運株式会社 水島海運支店

株式会社 上組 玉島支店港運課
〒713-8103  岡山県倉敷市玉島乙島新湊8262-1／TEL.086-525-8670 / FAX.086-525-0890 ホームページアドレス　http://www.kamigumi.co.jp/

◆内貿定期コンテナ航路（4航路 8便/週）◆
曜日

火土

月木土

火木

金

航　路
㈱ユニエックスNCT
Uni-x Nct Corporation 神戸→水島→神戸

神戸→水島→神戸

神戸→水島→神戸

那覇→水島→大阪→那覇

井本商運㈱
Imoto Lines ,ltd

オリエント オーバーシーズ コンテナラインリミテッド 日本支社
Orient Overseas Container Line Ltd Japan Branch

南日本汽船㈱
Minami Nippon Kisen Co.,Ltd.

航　路 代理店船　　社

神戸

神戸

神戸

沖縄

中谷興運㈱

㈱上組玉島支店

㈱上組玉島支店

日本通運㈱水島海運支店

MITA（水島ポートニュース）ホームページアドレス
http://www.optic.or.jp/MITA/ 携帯からはこちら

▲ ▲
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